
●横浜はいま

　
産
業
活
動
は
都
市
発
展
の
原
動
力
で

あ
る
と
と
も
に
就
業
や
所
得
の
確
保
、

消
費
ニ
ー
ズ
の
充
足
を
通
し
て
私
た
ち

市
民
の
生
活
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ

て
い
る
。

　
戦
前
、
戦
後
を
通
じ
、
わ
が
国
経
済

の
発
展
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
横
浜
の
産
業
は
、
大
き
く
変
化
し

た
経
済
社
会
環
境
の
な
か
で
、
た
え
ず

時
代
に
先
端
的
に
対
応
し
、
横
浜
の
発

展
に
寄
与
し
て
き
た
。

●
比
重
ま
す
第
三
次
産
業

　
横
浜
の
産
業
構
造
の
推
移
を
産
業
別

就
業
者
で
み
る
と
、
五
五
年
に
は
、
第

一
次
産
業
一
・
三
％
、
第
二
次
産
業
三

五
・
五
％
、
第
三
次
産
業
六
二
・
七
％

産
業
構
造
の
変
化

と
第
三
次
産
業
の
割
合
が
高
い
構
造
と

な
っ
て
い
る
（
表
-
１
）
。
こ
の
推
移
の

な
か
で
特
徴
的
な
変
化
は
、
ま
ず
、
第

二
次
産
業
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
下
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
〇
年
か
ら

五
五
年
に
か
け
て
一
〇
％
近
く
構
成
比

が
低
下
し
た
製
造
業
の
動
向
が
大
き
く

反
映
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
製
造
業

の
ウ
ェ
イ
ト
の
低
下
は
全
国
的
傾
向
で

あ
る
。

　
第
三
次
産
業
は
拡
大
し
、
な
か
で
も

卸
。
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
占
め
る

割
合
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

五
〇
年
以
降
の
五
年
間
で
増
加
し
た
就

業
者
の
実
に
九
割
以
上
を
こ
の
二
つ
の

業
種
が
占
め
、
横
浜
市
の
雇
用
拡
大
を

支
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
横
浜
の

産
業
構
造
は
、
工
業
中
心
か
ら
次
第
に

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
比
重
の
高
い
構

造
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　
産
業
の
比
重
が
第
一
次
か
ら
第
二
次

へ
、
さ
ら
に
第
三
次
へ
と
移
動
す
る
、

い
わ
ゆ
る
産
業
の
高
度
化
は
経
済
発
展

の
な
か
で
み
ら
れ
る
一
般
的
傾
向
で
あ

る
が
、
横
浜
の
場
合
、
こ
れ
を
促
進
さ

せ
る
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
っ
た
。

●
変
化
の
背
景

　
ま
ず
、
い
わ
ゆ
る
工
業
等
制
限
法
な

ど
工
業
立
地
規
制
の
法
制
度
の
強
化
や

住
工
混
在
な
ど
に
よ
り
市
内
に
お
け
る

工
業
立
地
の
制
約
が
強
ま
り
工
場
な
ど

表－１　産業別就業者(市内就業者)と構成割合
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●
ま
だ
少
な
い
働
く
場

の
移
転
が
あ
い
次
い
だ
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
、
資
源
、
工
ネ
ル
ギ
ー
の
制
約
、

技
術
革
新
に
よ
る
省
力
化
が
進
ん
だ
こ

と
も
製
造
業
の
占
め
る
割
合
が
高
い
横

浜
て
は
第
二
次
産
業
の
雇
用
吸
収
力
を

弱
め
る
原
因
と
な
っ
た
。
神
奈
川
県
が

五
七
年
に
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

県
内
一
〇
〇
〇
人
以
上
製
造
業
事
業
所

の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
率
は
約
六

割
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
導
入
理
由
も

「
生
産
性
向
上
」
に
次
い
で
「
省
力
化
」

が
多
が
っ
た
。
こ
う
し
た
企
業
の
合
理

化
努
力
は
企
業
規
模
に
が
が
わ
り
な
く

み
ら
れ
、
ま
た
、
生
産
部
門
以
外
の
、

た
と
え
ば
販
売
、
管
理
な
ど
の
内
部
業

務
に
も
及
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
第
三
次
産
業
が
伸
長
し
て

き
た
背
景
と
し
て
は
、
人
口
急
増
と
市

民
構
成
の
変
化
も
あ
げ
ら
れ
る
。
消
費

人
口
の
増
加
は
小
売
業
の
成
長
を
促
す

と
と
も
に
、
高
学
歴
化
や
中
高
年
齢

者
・
女
性
就
業
者
の
増
加
は
、
こ
れ
ら

の
人
び
と
に
適
し
た
多
様
な
職
種
を
も

つ
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
拡
大
を
可
能
に

し
た
。

て
そ
の
傾
向
に
歯
止
め
が
が
が
り
、
わ

ず
が
な
が
ら
上
昇
に
転
じ
た
。
し
が
し
、

依
然
と
し
て
そ
の
水
準
は
他
の
大
都
市

に
比
べ
る
と
低
い
状
況
に
あ
る
。

●
工
業
構
造
の
変
化

　
こ
こ
て
産
業
の
変
化
に
よ
る
就
業
面

へ
の
影
響
を
み
て
み
よ
う
。
横
浜
市
民

の
職
業
構
成
の
推
移
を
み
る
と
、
工

業
・
港
湾
な
ど
の
生
産
・
運
輸
関
係
従

事
者
の
割
合
が
低
下
す
る
一
方
、
事

務
・
技
術
・
管
理
関
係
や
販
売
・
サ
ー

ビ
ス
関
係
の
構
成
比
が
四
五
年
の
五
七

％
が
ら
九
五
年
に
は
六
六
％
に
上
昇
し

た
　
（
図
－
１
）
。

　
そ
れ
て
は
、
横
浜
は
市
外
で
働
く
人

が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点

は
変
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
。
五
五
年
の

市
民
就
業
者
は
一
二
六
万
人
、
こ
れ
に

対
し
て
市
内
の
就
業
者
は
一
〇
三
万
人

で
あ
る
。
一
一
大
都
市
の
な
が
で
、
市

内
就
業
者
が
市
民
就
業
者
を
下
回
る

の
は
、
川
崎
と
横
浜
の
み
で
あ
り
、
こ

れ
は
そ
れ
だ
け
人
口
に
対
す
る
市
内
の

就
業
の
場
が
少
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
市
内
就
業
者
の
市
民
就
業
者
に
対
す

る
割
合
は
、
三
〇
年
以
来
ず
っ
と
下
降

傾
向
で
あ
っ
た
が
、
五
五
年
に
は
じ
め

　
市
内
の
製
造
業
の
事
業
所
は
、
五
三

年
の
八
七
二
七
、
従
業
者
は
四
五
年
の

二
四
万
八
〇
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
お
り
、
従
業
者
・
製
造
品
出
荷
額

の
全
国
に
占
め
る
割
合
も
低
下
し
た

（
表
ｌ
２
）
。
化
学
、
鉄
鋼
な
ど
、
横
浜

の
主
要
産
業
で
あ
っ
た
工
ネ
ル
ギ
ー
多

消
費
型
の
素
材
型
産
業
の
落
込
み
が
石

油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
京
浜
工
業
地
帯
の
大
規
模
工
場
が

立
地
面
の
制
約
か
ら
市
外
移
転
、
廃
止
、

規
模
縮
小
を
あ
い
次
い
で
行
っ
た
こ
と

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
な
が
で
逆
に
、
成
長
し
て

い
る
産
業
も
み
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

加
工
組
立
型
の
電
機
、
一
般
機
械
、
精

密
機
械
や
、
消
費
地
志
向
型
の
食
料
品
、

印
刷
な
ど
で
あ
る
（
図
－
２
）
。
ま
た
、

図一１　就業者の職業別構成表－２　横浜の工業の全国に占める割合
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●横浜はいま

電
機
、
輸
送
機
、
石
油
な
ど
全
国
の
工
業

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
業
種
は
、
依
然
と

し
て
生
産
額
の
上
位
を
占
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
横
浜
の
工
業
は

全
国
に
対
す
る
比
率
が
低
下
す
る
傾
向

に
あ
る
と
は
い
え
、
先
進
的
技
術
を
も

つ
幅
広
い
業
種
が
存
在
し
、
今
後
も
成

長
が
見
込
ま
れ
る
も
の
が
多
い
。

　
現
在
、
わ
が
国
の
産
業
は
、
国
際
環

境
の
変
化
に
伴
い
、
高
付
加
価
値
、
知

識
集
約
化
へ
と
大
き
な
構
造
転
換
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
横
浜
の
工
業
に
課
せ
ら

れ
た
制
約
を
克
服
す
る
と
と
も
に
、
市

内
に
集
積
す
る
優
れ
た
技
術
、
生
産
機

能
を
活
用
し
、
積
極
的
に
こ
の
変
化
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
横
浜
の
工
業

を
活
性
化
す
る
手
が
か
り
に
な
る
と
い

え
よ
う
。

●
拠
点
化
進
む
商
業

図一２　主専産業従業者数昭和40・55年比較

　
五
四
年
の
調
査
（
商
業
統
計
）
に
よ

る
と
、
商
店
数
四
万
八
七
一
二
店
、
従

業
者
数
二
一
万
三
九
四
三
人
、
年
間
商

品
販
売
額
五
兆
五
五
五
八
億
円
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
一
〇
年
間
で
、
商
店
、

従
業
者
は
一
・
三
倍
、
商
品
販
売
額
は

三
・
三
倍
と
な
っ
た
（
表
－
３
）
。
商
業

活
動
は
活
発
に
推
移
し
た
と
い
え
る
。

人
口
や
所
得
の
増
加
に
よ
っ
て
市
民
全

体
の
購
買
力
が
伸
び
た
こ
と
と
、
こ
れ

を
追
う
形
で
市
郊
外
部
を
中
心
に
商
業

施
設
の
集
積
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
が
大

き
な
要
因
で
あ
る
。
横
浜
駅
西
口
を
は

じ
め
と
す
る
有
力
繁
華
街
を
も
つ
西
区

が
売
場
面
積
で
中
区
を
抜
き
、
横
浜
随

一
の
商
業
集
積
地
と
な
っ
て
い
る
（
図

ｌ
３
）
。

　
人
口
増
の
著
し
い
港
南
、
緑
、
戸
塚

の
三
区
で
は
、
一
〇
年
間
で
商
店
数
が

六
〇
～
九
〇
％
増
加
、
売
場
面
積
で
は

二
～
三
倍
近
く
ふ
え
て
い
る
。
売
場
面

積
が
伸
び
た
の
は
、
主
と
し
て
大
型
店

舗
の
進
出
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
市
全

体
の
売
場
面
積
に
占
め
る
三
〇
〇
〇
㎡

以
上
の
大
型
店
舗
の
割
合
も
五
五
年
末

に
は
三
割
を
超
え
た
。
一
方
、
既
存
商

店
街
の
再
開
発
、
環
境
整
備
も
各
地
で

行
わ
れ
、
市
内
の
商
業
環
境
は
大
き
く

変
容
し
た
。

　
そ
れ
で
は
都
市
規
模
か
ら
み
た
商
機

能
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
小
売
業
の
一

店
当
り
の
規
模
は
大
型
化
し
た
が
、
人

口
一
人
当
り
の
販
売
額
は
一
一
大
都
市

の
な
か
で
川
崎
と
と
も
に
下
位
に
あ
り
、

市
内
の
購
買
力
を
十
分
吸
収
し
き
れ
て

い
な
い
。
一
方
、
卸
売
業
は
商
店
数
は

ふ
え
て
い
る
も
の
の
、
小
規
模
化
し
て

お
り
、
一
店
当
り
の
販
売
額
は
一
一
大

都
市
中
第
八
位
、
県
内
販
売
額
に
占
め

表－３　横浜の商業の推移(昭和45年～54年)
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る
割
合
も
年
々
低
下
す
る
傾
向
に
あ

●
進
む
サ
ー
ビ
ス
経
済
化

　
モ
ノ
の
生
産
が
ら
サ
ー
ビ
ス
に
重
点

が
移
っ
て
い
く
、
サ
ー
ビ
ス
経
済
化
は
、

横
浜
で
は
工
業
の
分
化
や
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
業
の
発
展
に
よ
り
進
行
し
た
。
多

種
多
様
な
業
種
を
も
つ
サ
ー
ビ
ス
業
の

な
か
で
も
、
企
業
の
省
力
化
、
内
部
機

能
の
外
部
化
、
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
の
ニ

ー
ズ
の
増
大
を
背
景
に
、
事
業
所
サ
ー

ビ
ス
業
の
伸
び
が
著
し
い
。
と
く
に
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、
建
物
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
で
は
、
五
〇
年
が
ら
わ
ず
が
六
年

間
で
従
業
者
規
模
が
二
倍
以
上
に
な
っ

た
。
医
療
、
教
育
な
ど
の
個
人
サ
ー
ビ

ス
業
の
増
大
も
あ
り
、
五
五
年
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
業
全
体
で
市
内
就
業
者
の
二

割
以
上
を
占
め
た
（
図
ｌ
４
）
。

家
数
は
こ
の
一
〇
年
間
一
貫
し
て
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
五
〇
年
が
ら
五
五
年

の
減
少
率
は
、
そ
れ
以
前
の
五
か
年
と

比
べ
る
と
四
分
の
一
と
著
し
く
鈍
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
五
〇
年
代
に
入
り
、

比
較
的
経
営
規
模
の
大
き
い
農
家
が
増

加
に
転
じ
る
な
ど
、
都
市
化
に
よ
る
農

業
へ
の
影
響
が
以
前
よ
り
弱
ま
っ
た
。

し
が
し
、
五
五
年
現
在
、
兼
業
農
家
は

八
八
％
、
平
均
農
地
面
積
は
〇
・
五
㌶

と
極
め
て
弱
小
で
あ
る
。

　
農
業
の
担
い
手
て
あ
る
就
業
者
の
構

成
を
み
る
と
、
六
〇
歳
以
上
の
男
性
の

割
合
が
一
〇
年
間
で
三
四
％
が
ら
四
一

％
へ
と
急
増
し
、
就
業
人
口
の
減
少
と

と
も
に
高
齢
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
農
業
構
造
の
変
化
を
反
映

し
て
、
野
菜
・
蓄
産
中
心
の
生
産
形
態

の
な
が
で
、
果
樹
園
や
収
益
性
の
高
い

花
き
栽
培
の
増
加
、
温
室
な
ど
施
設
の

近
代
化
が
近
年
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

図一４　サービス業中分類別従業者

　　　　構成の推移

図一５　農地と農家の推移
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●
農
家
数
の
減
少
は
鈍
化

図
－
５
の
よ
う
に
、
農
地
面
積
や
農

図－３　小売業の区別動向（昭和45年～54年）

る
。
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